
























































































































































































































































































































































され、仏教の典籍を得ることができたのである。ここで、常暁 金剛大法を授けて阿闍梨位を許し、且つ金剛海の瑜伽および大元帥の秘法 学習させたという「大師」とは 文
㻮
のことか、それとも元照のことか。
























































































































































































































































































































けたことを宣布することによって、 空海以降の唐代密教の趨勢 実見し、且つその流れ 継承した を強調したかったのではないか、と察せられる。
いずれにせよ、後に進上された常暁・円行の上表目録は、これを作製






















































































































































娑縛抄明匠等略伝』所収の「常暁律師伝」 、 『大日本仏教全書』四、仏書刊行会 九七八、 三三二頁上
）。
（（）大正蔵五五巻、





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































時代ごとに充実な研究成果が確保されていると言ってよかろう。 これは、日本には初期の東密や台密の入唐僧いわゆる入唐八家によって唐から入手できた仏教典籍 目録のほかに、多数の注釈書類が密教の諸分野にわたって残っており、八家を含めてそれ以降の伝密家においても、次第に伝承された付法の印信 しての血脈が現存して るなど、人材及び資料の豊富さの上 可能となったことは言うまでもない。
日本仏教の形成過程において、入唐僧たち 果たした役割は大きい。
彼らは多くの場合、遣隋使や遣唐使 随伴して渡唐しており、渤海使節の帰朝船及び唐や新羅の貿易船などを利用した非公式的な渡航も少 くなかった。これまで入唐した日本僧 数は

説に百二、 三十人に上ると
言われる。最初の使節が派遣された推古天皇八（六○○）年 ら 完全に廃止とな 寛平六（八九四）年まで、約二十回にわたる使節団の公式的な渡航は、古代中国の制度・文物 輸入を可能とさせたことは間違いない。しかし、多大な遭難による人的被害や経済的負担となったことも確かである。不運にも他国で命を落とした幾人かの入唐僧 大体の場合、彼らの行歴を伝える資料が十分でないことから、これら個々の人物をテーマとした研究は期待し難いと言え う。
幸いにも遭難を乗り越えて無事に帰国でき、後代に大きな影響を与え






















畏の鞠多付法説は、すべて『善無畏三蔵碑銘并序』の中の「那爛陀寺において八百歳の鞠多を本師となした」という記述を根拠 するものであって、これは李華による創出が唐朝の胎蔵界相承の系譜におけるつ根拠として用いられた結果であることを明らかにしたこと、である。（２）第二章 　本章では恵果（七四六～八〇五）の生涯について考察した。周知のように、空海の直系の師である恵果は、胎金両部密教の創始者として高く評価され いるが、彼が東アジアにおける密教の流伝に大きな貢献をなしたことを考えると、提出された れまでの研究は極めて少ないと言わなければならない。本章では、出生から入寂までの彼の生涯全般を検討の対象とし、合わせ 年表を提示 た。なお、著作にお
ける真偽の問題も検討の範囲内としている。（３）第三章～第九章は、最澄・空海・常暁（～八六五） ・円行（七九九～八五二） ・円仁・恵運（七九八～八六九）の入唐求法の行歴に焦点を合わせて考察した。入唐 帰朝年次、在唐中の足跡に主眼が置かれており、したがっ 帰朝後の動向については、今後の課題として残る。延暦末及び承和初の遣唐使節団 渡航 関する正史・僧伝における該当記事が本篇の主な研究対象となる。後者は最後の派遣となったため、恵運以降の入唐僧 場合、唐や新羅の貿易船に便乗し の渡海が主流 なった。当初は恵運に次いで入 した円珍、宗叡（八○九～八八四）をも含 て、八家すべての伝歴を 対象として考えていたが、全体 ページ数が予定以上になり、期日の問題もあったので、歴史篇で 研究は断念せざるを得なくなった。従って、これらの二師について 、本書では将来録に限った研究のみを反映した形となったが、収集できた資料から稿を改めて別の機会に論じてみたい。順暁
―
最澄付法における三部三昧耶を『破
地獄儀軌』との関係の中で論じた さらに考察 中で 空海が不空所伝の破 真言を請来したこと 取 上げ、不空系の密教 中にも、三種悉地真言や『破地獄儀軌』とは系統の異な た伝承 あったことを明らかにした。唐における最澄・空海 付法相承による 法 内容を三部密教との関連性の中で究明しようとしたことに本章の意義がある。「将来録研究篇」本篇には終章である第十章が編入されており、最後に「入唐八家将来







おり、台密を基礎づけた密教の学僧として高く評価されている。彼 撰した『諸阿闍梨真言密教部類惣録』二巻（以下、 『秘録』と略称する）は、入唐八家の将来した典籍の中で、特に密教 経典・論書 網羅 厖大





筆者が『秘録』に注目する理由は、本書が、日本密教の中心となった八人の入唐家たちの将来し 経典・論疏などを総合的 整理した文献という点にある。言い換えれば、平安初期に活躍した八家の将来録に基づいて、梵釈寺・円覚寺など、当時としては権威のある寺院に所蔵されていた経典目録及び『貞元録』を中心に、密教 籍の書目 網羅したのが『秘録』なのである。
従来、経典の成立・伝来史を扱った多くの研究において、本書は重要
な典拠として用いられてきた。 しかしながら これらの研究の大体が、 『秘録』自体の分析ないし入唐八家の将来 と 関 り 対する十分 説明なしになされてきたことは、筆者 本篇で提起 た 問題点である。般に精密 編ま たと評価されるこの『秘録』に ても なかに 不備や誤記、重複、巻数表記の不審などがあり、これを無下に利用でき いことが指摘されている。これら『秘録』の個々 内容における欠点や問題点を々挙げると煩わしいし、それをまとめて論ずることも極めて困難である。したがって本篇では、第十章に『秘録』 成立 関わる諸問題を論じた後、つづいて、計二十

部の入唐八家の将来録及び『秘録』
記載の書目すべてを網羅して比較・対照 た結果 アイウエオ順に配列し、 「入唐八家将来録辞典」と題して提示し 。各書目には「①訳（作）者名
  ②秘録注記
  ③将来状況
  ④出典
  ⑤備考
  ⑥異名
  ⑦現行本
  ⑧従来の研
究との対照」の細部項目を設け、平安初期 教における経典将来の事情を解り易く た。
